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一愛鷹◎箱根山麓を中心として－

はじめに

平成3年度に始まった東駿河湾環状道路に伴う発掘調査は、いままでに4遺跡の本格的調査を終了し、

現在整理を続行中である。その中で共通した遺構の検出をみた。表題にあるところの陥穴状土坑である。

これは14C年代で約27誹00年前という年代が与えられる岩宿（旧石器）時代に作られた遺構である。現在

までに三島市教育委員会からの調査報告例を含め、60基以上が発見されている。愛鷹e箱根山麓におい

て初めてこの遺構が報告されたのは、昭和62年に調査が始まり、現在も継続中である初音ヶ原遺跡群で

ある。この遺跡では昭和63年に13基の列状に並ぶ遺構を検出した。その規模や計画性は当時の集団の在

り方を考えるのに重要な要素となり得るため、全国的にも大きな関心を呼んだ。その後、初音ヶ原の陥

穴状士坑は、他の地方での検出例が報告されないことから特異であるとされてきた。ところが東駿河湾

環状道路に伴う調査が展開される中で、同様の形態をもつ土坑が標高の違う同じ尾根上や別の尾根で発

見されはじめ、この時期に箱根西麓に多く作られた遺構であることが理解されてきた。このような状況

の中で、各報告書に記載されている事実を元に、自然科学分析の分野も交えて、この時期の土坑につい

て立体的な解明を試みたものが今回の編である。

本章を執筆するにあたり、平成4年に焼場遺跡A地点の現地指導をお願いしてから、平成7年まで各

遺跡の土坑について指導をいただいた京都文化博物館の鈴木忠司氏を座長に、士坑覆土の分析調査をお

願いした辻本崇夫氏を該期遺構の専門家として迎え、発掘担当者とグループを編成しテーマに取り組む

こととなった。第1回の会合は平成6年秋に、下原e加茂ノ洞Bの2遺跡の現地で土坑の形態や覆土の

観察を行い、平成7年2月に具体的なテーマを設定し、執筆分担を決定した。その後、各人がテーマに

取り組みながら、資料の集成を行い平成7年秋にその検討、互いの認識について集団討議してきた。そ

れぞれの活動場所が離れていることから、会合がなかなかもてない状況ではあったが、電話や手紙の交

換を間に挟んで、都合4回の会合を繰り返し、今回掲載することが可能となった。　　　　（伊林）

第1節　静岡県下の陥穴状丑坑

頂　愛鷹◎箱根幽麓臆お帰る層序

愛鷹山。箱根山はともに約40～50万年前に噴火活動を開始したと考えられており、現在は愛鷹山は死

火山、箱根山は大湧谷などで一部活動がみられるものの死火山と考えられている。南山ともその活動を

停止してから、雨水などの浸食を受け谷が形成され、その地形は複雑に変化したが、大きな改変は行わ

れずにきた。愛鷹山麓は昭和30年代まで大部分が山林か茶畑であったのに対し、箱根山は古くから畑地

として利用され、天地返しによって、遣物の表面採集が盛んに行われた。遺跡の分布は愛鷹山麓は東南

麓、箱根山麓は芦ノ湖西南方向のともに緩斜面に集中している。両山麓の土壌の堆積状況は類似してお

り、現在確認されている最深土層は4万年前に流出したとみられる箱根新期軽石流である。

東名高速道路の建設に伴い、愛鷹ローム団研グループにより、愛鷹山におけるローム層の研究が開始
（1）

された。そこで立川ローム層に対比される上部ローム層の層序の記載が行われ、現在使用している休場

層（YL）や第I～第Ⅳスコリア層の枠組みが定められた。その後の考古学的発掘調査が実施される中
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で黒色帯についての名称が決められていった。箱根西麓については、数々の発掘調査が行われる過程に

おいて、徐々に愛鷹山麓の層序に対比できることが明らかになってきたが、現在のところSCⅢ層以下

については対比不可能な状況である。

両山麓は箱根e古富士火山が噴出した移しい火山灰が堆積しており、スコリア帯と黒色帯が互層を成

している。その成因については多くの検討がなされている。スコリアの降灰の成因は、その大部分を供

給した古富士火山の南側に両山麓が位置しているため、南側火口の噴火の際には、短い時間で、スコリ

ア層を形成する可能性が高い。一方偏西風の影響を神奈川県西部より受けにくい南山は、比較的軽量な

ロームの度重なる降灰が少なく、一時的に火山灰に埋もれたとしても自然植生の蘇生は早く、草木が繁

茂し、その腐植物が沈殿して形成されたものが黒色帯であるという見解が現在のところ一般的である。

それを裏付けるように遺物は黒色帯から出土することが多く、スコリア帯から石器ブロックが検出され

ることは少ない。
（2）

現在使用されている愛鷹e箱根山麓の層準について、以下に概略を述べる。

表土

耕作土、腐植土等を示す。

宮上黒色上層（F止遂）

縄文時代の遺構◎遺物包含層となる。時期としては早期～前期の遣物が出土することが多い。斜面で

は発達が弱く、色調が淡いところもあるが、全体的には黒褐色を呈し、色調によっては2層に分けられ

るところもある。

休場層（Ym）

岩宿（旧石器）時代の遺跡としては全国初の国指定遺跡となった、沼津市e宮本にまたがる休場遺跡

にちなんで命名された層である。スコリアによって3層に分層でき、それぞれ上層（YLU）、中層（YLM）、

下層（YLL）と呼称している。これまでの数々の調査から、YLUは縄文時代草創期の遺物を一部包

含することが報告されている。旧石器時代終末期の遺構e遺物は、YLMで主に検出されている。14，300±

700年B．P．。

休場屑直ド崇包帯（五m　の

当初からYLL層下部に黒色帯が認識されており、YLLBとも呼称されてきた。層厚。発色ともに薄い。

第Iスコリア層（SCI）

赤褐色スコリア帯で箱根西麓では層状に確認できず、ブロック状に散在する。17，000～18，500年B．P．。

第I黒色帝（BBI）

黒褐色硬質スコリア質土で、直径0。2～0。5cmの橙色。黄色◎黒色スコリアを含有する。14C年代測定に

よれば18，030±450年B．P．の値が出ているが、層厚からかなりの時間幅をもつと考えられる。

ニセ0ローム層（Nl．）

実際には風化の進んだ暗黄褐色のスコリア層で、遠方からこの層をみるとローム層に見えることから

この名がつけられている。箱根西麓では2層に分層できる地点もある。姶良e丹沢広域火山灰（AT）

が中位からやや下で観察できる。

第Ⅱ黒色帝（BBⅡ）

黒褐色スコリア質土で、直径0．1～0。5cmの橙色スコリアを含み、黄色e黒色スコリアも少量認められる。

第Ⅱスコリア層（SCⅡ）

暗黒褐色スコリア層で、直径0．1～0．5cmの橙色スコリアからなる。愛鷹では比較的明瞭に視認できる

が、箱根山麓ではブロック状に散在する程度で、上下層のBBⅡ◎Ⅲ層の分層が困難である場合が多い。
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第Ⅲ黒色帯（迅亙鋸肛）

黒褐色スコリア質土で、SCⅡに類似する直

径0．2～0．8cmの橙色スコリアを含む。箱根山麓

で検出される陥穴状土坑の掘り込み面と推定さ

れる層である。

第Ⅲスコリア帯（SCⅢ）

この層より下部層位については愛鷹e箱根両

山麓では層順に差違がみられる。SCⅢ層は1

m近い層厚をもつ。愛鷹では黒色帯が2層、箱

根では1層観察でき、その下に非常に硬質な黄

赤褐色スコリア層（SCⅢS4）がブロック状

に散在する。大規模な火山活動が起きたことを

物語っている。愛鷹山麓ではこれより下層では

スコリアと黒色帯の互層によって第Ⅶ黒色帯ま

で確認されているが、箱根山麓では明瞭なスコ

リア層が確認できず、黒色帯の発達も弱く、全

体的に圧縮された様子が窺える。その相違につ

いては検討中であるが、愛鷹山が富士火山に近

く、スコリアを降下させたのに対し、軽量なロー
、、ヽ　′一一1　rlゝ　　　ヽ　　、　　　「▼′1．　－　ヽ　　　r　′′　一′＿lL＿．＋・ヽ　　　　丁．　　上▲⊥＿　rll1　　l lトー▲－・　．【．　l　－l　＿rl一′　／J

ムが緩やかに降下し堆積した箱根山麓の地形的

相違によるものという見解がある。28，100±400

年B．P．。　　　　　　　　　　　　　　（伊林）
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第16図　愛鷹・箱根山麓の層序

2　県下の岩宿（旧石器）時代の陥穴状士．坑

静岡県下における土坑の集成は、加藤学園考古学研究所研究報告20「先史時代の陥穴について…静岡
（3）

県を中心に－」において報告されたものを最初とする。そこでは、研究史、特徴、形態分類、一覧とい

う項目でまとめられており、1992年までの県下の陥穴についてはほぼ網羅されているといってよい。今

回、あらためて調査を実施した結果、発掘担当者と集成者の認識に離酷が生じている部分があったが、

底本としての価値は高く、参考にさせていただいた。

県下の旧石器時代の遺跡は、愛鷹e箱根山麓と磐田原台地の3ヶ所に集中する。そのうち陥穴が検出

された遺跡は、前掲書「表12　静岡県下陥穴状土坑一覧表」によれば以下のとおりである。

久根ヶ崎（田方郡韮山町奈古谷久根ヶ崎）　1基

初音ヶ原（三島市谷田初音ヶ原）　　　　13基

西願寺A（駿東郡長泉町下長窪字西願寺）12基

子ノ神（沼津市大岡字子之神）　　　　　　3基
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中見代（沼津市足高字尾ノ上）　　　　　　2基

寺谷（磐田市寺谷字寺谷原）　　　　　　　2基

広野北（磐田郡豊田町大字高見丘）　　17基

このうち、西願寺および中見代の2遺跡については今回の再調査によって、旧石器時代の遺構ではな

いことが判明した。さらに沼津市大谷津では10基の土坑が岩宿時代のものとして報告されているが、縄

文時代の可能性があるので除外した。

1992年以降の調査で新たに検出された遺跡は、以下のとおりである。

初音ヶ原（三島市谷田初音ヶ原）

焼場（三島市川原ヶ谷字五百司）

下原（三島市塚原新田）

加茂ノ洞（三島市沢地字河洞）

八田原（三島市沢地字八田原）

柏葉尾（沼津市大岡字柏葉尾）

匂坂中下4（磐田市匂坂中下）

高見丘Ⅲ。Ⅳ（磐田郡豊田町高見丘）

AT下（BBⅢ）　29基（1996年現在）

AT下（BBⅢ）　　2基

AT下（BBⅢ）　　7基

AT下（BBⅢ）　17基

AT下（BBⅢ）　　7基

AT上（YLM）　　2基

AT上　　　　　　　　2基

AT上　　　　　　10基

陥穴状土坑は、初音ヶ原遺跡群から検出されたものが半数、東駿河湾環状道路に伴う調査によって検

出されたものが半数を占め、その数は増加の一途をたどっている。なお初音ヶ原遺跡群は、調査継続中

であるため、さらに数は増える可能性がある。

これらの遺構を詳細にみると、AT下と上に分けられる。初音ヶ原e焼場e下原e加茂ノ渦〇八田原

の5遺跡の陥穴はいずれもAT下のBBⅢ層の時期に掘削されたもので、検出層位もSCⅢ層で共通し

ている。その他のものはAT上で、YL層中に構築面があると考えられている。

刊行された調査報告書より、これらの遺跡の概要と遺構について以下に概説する。　　　（伊林）

（1）愛鷹0箱根出題の遺跡（第17036039阿）
はつねがはら

初音ケ原遺跡群（第且8ル20図）

三島市東部は箱根外輪山西麓に含まれ、古箱根火山の原地形面が軽石流堆積物や降下テフラに覆われ

ている地域である。その結果として著しく緩慢な傾斜面を形成している。初音ヶ原遺跡群は平坦な丘陵

地帯にあり、北側には山田川、南側には夏梅木の支流が流れ、高低差40m程の谷を形成している。便宜

上、国道1号線の北側をA遺跡、南側をB遺跡と呼称し、全体を遺跡群として捉えている。

遺跡は都市計画道路建設および住宅地造成を契機に、昭和63年前半期に調査された初音ヶ原A遺跡第
（4）

2地点◎B遺跡第1地点ではBBⅢ層より陥穴が合計13基検出された。国道1号線によって分断されて

いるが、両地点の関連性は強く、列を意識しているものと思われる。平成7年現在も調査中で、これま
（5）

でに29基が検出されており、最新の調査では加茂ノ洞B遺跡と同じく、列状をなしているが、配置がラ

ンダムなパターンも確認されている。

しもはら　（6）

下原遺跡（第2且～25図）

初音ヶ原遺跡の立地する尾根を約0。6km北西に上がった、標高125mの丘陵上に位置する。ここではAT

層の上下に陥穴状土坑が検出されている。

AT層より上層のものはYL層の全面調査を終了したところ、BBO層において4基が検出された。

覆土の上層はYLU層相当のもので、覆土中より有舌尖頭器が出土しているため、縄文時代草創期のも

のと考えられている。平面形は楕円で、底部には4～9ヶ所の逆茂木の痕跡が確認された。尾根の平坦
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部を斜めに横断するように配されている。

AT層より下層のものは7基が検出され、トレンチによって明らかにSCII層が土坑を被覆し、BB

Ⅲ層中に土坑の掘り込み面があることが確認された。平面形は円形を呈し、ラッパ状に開口部は広がる。

士坑の底部には黒色の粘性士が堆積し、ある一定の時間この士坑が開いていた状況を示す。この7基の

土坑は尾根の平坦部を斜めに横断するように配されている。またBBⅢ層からは石器ブロックが出土し

ている（詳細は第3節）。

表3　下原遺跡縄文時代土坑計測表
l 土坑番号 長径（c m ） 短径（c m ）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　‾　T最大深（C 叫

1号 1 0 9 8 4 5 7

2 号 9 0 5 6 7 7

3 号 1 0 0 7 8 7 5

4 号 1 13 6 8 7 0

表4　下原遺跡岩宿時代土坑計測表

土坑番号 長径（c m ） 短径（c m ） 最大深（c m ）

1号 10 4 7 3 16 2

2 号 1 10 10 9 14 5

3 号 13 8 13 3 17 3

4 号 1 3 2 12 6 1 7 6

5 号 1 1 3 10 1 1 4 2

6号 1 4 5 13 8 1 5 2

7号 13 4 1 2 7 1 6 7

やきば　　　　（7）

焼場遺跡Å地点（第26◎27図）

山田川が開析した谷を挟んで、初音ヶ原遺跡群e下原遺跡の立地する丘陵の北西側に位置する。陥穴

状土坑の検出された位置からは下原遺跡が眺望できる。平成4年度に調査が行われ、陥穴状土坑は遺跡
止1＿血立汀7ノア舌聾ノき1お面亘りγn／rl Ll／、／こら「夫1高＼た、姶山々j／1み　　甘口立L「百二無口：た薗婆ネ＼た勝山JrJレIJゝ．J／′7ヽ　しユ五く台担ふさ舶
‘l　ノ＼・PIJY」且XJUこ　し／／」l「田ム⊥⊥⊥＞ノl’レ′　｝／ノ「二トん「1㌧ノ′け村」」」Cごペレ／」○　／lソJ　日　ワ　ノ小岨1ヴ」、有十〃一rJl果し刃Cニ4レ／して）＞ノこノIク兄景〟」臼百

似していたことから、箱根西麓における2例日の検出例となった。初音ヶ原のものが列状を成していた

ことから、周囲をBBⅢ層まで重機で掘削したのち、土坑の検出と石器ブロックの検出に力を注いだ結

果、南西に約6m離れた地点から2基目が検出された。初音ヶ原との相違点は、初音ヶ原が蒲鉾状の平

坦な場所に掘削されているのに対し、焼場は幅約40mの狭い尾根上に掘削されていることと、基数が2

基と少ないことであろう。

かものぼら　　（8）

加茂ノ洞B遺跡（第28～32図）

平成5年に第1次調査、翌6年に本格的調査を実施した。丘陵が標高を下げていきながら、侵食によ

る浅いなだらかな谷を形成する地形の末端部に位置する。西側と北側に深い谷が形成されている。検出

された土坑は17基で、いずれもBBⅢ層のものと考えられる。規模、形態は初音ヶ原。焼場遺跡と同様

であるが、その配列に特徴が見られる。2列を意識した配列で、東側は初音ヶ原同様、間隔をほぼ同じ

に保ちながら、直線的に配置されている。西側は密に配置され、規則性は兄いだせないが、東側の列と

並行する。また土坑構築面であるBBⅢ層からは石器ブロックが検出されている。加茂ノ洞B遺跡の調

査によって、初音ヶ原遺跡群の検出例が特異なものではなく、箱根西麓ではBBⅢ層の時期にかなり多

く掘削されている可能性が高まり、土坑一つ一つの検討とともにその用途や立地について検討すること

となった。

やったはら

八田原遺跡（第33～35囲）

平成7年に調査を実施した遺跡で、加茂ノ洞遺跡とは沢地川が開析した谷によって隔てられた、尾根

の頂部の平坦部に立地する。検出された士坑は7基で、いずれもBBⅢ層のもので初音ヶ原遺跡等と同

一規模、形態である。士坑は幅30mほどの尾根の平坦部を斜めに横切るように配されている。

－19－



表5　加茂ノ洞B遺跡土坑計測表

土坑番号 長空くc m ） 短径（c m ） 最大深（c m ）

1号 10 5 9 9 1 1 3

2 号 97 8 9 1 0 2

3 号 10 7 9 0 1 0 9

4 号 10 1 8 6 9 7

5 号 10 2 9 4 1 0 1

6 号 97 9 1 1 0 0

7 号 10 5 9 2 1 2 7

8 号 12 4 招 瑠 13 6

9 号 9 1 8 4 1 0 7

1 0号 10 8 1 0 3 1 3 9

1 1号 鮮Ⅲ 98 1 2 8

1 2 号 11 2 1 0 6 1 2 5

1 3 号 鮮Ⅲ 96 1 0 6

1 4 号 10 6 9 4 1 1 6

1 5 号 10 7 9 5 9 5

1 6 号 10 4 9 4 1 0 9

1 7 号 8 8 8 4 1 0 6

表6　八田原遺跡土坑計測表

土坑番号 最大繹（C 可 最大深くC 可 土坑番号 最大径（c m ） 最大深（C 可

1号 16 2 12 2 5 号 1 6 4 1 2 8

2 号 14 0 14 2 6 号 14 4 1 2 8

3 号 13 8 14 6 7 号 15 2 1 3 6

4 号 12 6 13 4

くねがさき　（9）

久根ケ崎遺跡（第37◎38図）

箱根山麓の放射台地の一つである大仙山からのびる小台地の末端部に立地する。台地の西側は柿沢川

の氾濫原で遺跡との標高差は4～5mにすぎず、現在は水田が広がる。周辺は縄文時代から古墳時代に

かけての遺跡が多く存在し、主に集落域となっている。遺跡の調査は温泉旅館の改築に伴って平成4◎

5年に調査された。

土坑は1基検出されており、トレンチによって西側は破壊されているが、平面形は直径1mほどの円

形を呈し、底部には小穴が確認された。覆土は赤色スコリアを含む黄褐色士層が堆積しており、調査者

はこの士坑の帰属をYL層相当としている。土坑が検出された北西のYL層からは剥片が検出された。

ね　のかみ　　（10）

子ノ神遺跡（第姻◎姐図）

一般国道246号線裾野バイパス建設を契機に、昭和55年7月から翌年3月まで、本格的調査が沼津市教育

委員会によって実施された。愛鷹山から放射状に延びる丘陵は、標高200mほどのところから急に穏やかに

なり枝分かれをしているが、子ノ神遺跡は比較的平坦な尾根上に立地し、標高は64～68mである。旧石器時

代の文化層は3層で確認されており、士坑はそのうち第Ⅲ文化層（BBO層～SCI層）で検出されている。

検出された4基の士坑は形状e規模がまちまちではあるが、立ち上がりが垂直に近いという共通点を

持つ。掘り込み面は不明で、時期を決定しうる遣物の出土もないが、3号士坑の断面をみると、明らか

に休場ローム層上面以下の切り込みであることがわかる。したがって、報告者の見解を踏襲して旧石器
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時代の土坑であると考えた。

その用途について、「貯蔵穴あるいは陥穴と考えられるのであるが、積極的な根拠を欠く」と述べ、寺谷

遺跡の報告書における見解を引用し「極めて生産性の低いと予想される先土器時代に果たしてこのような

貯蔵穴が存在していたであろうかという疑問」を投げかけ、「むしろ小動物捕獲のための陥穴とした方が良

いように思われる」と述べている。続けて「この時期の同種の遺構は類例に乏しく、早急な結論は避ける

べきであろう。今後の類例の増加を待って検討される問題であろう」と結んでおり、慎重な見解である。

表7　子ノ神遺跡土坑計測表

七坑番号 長袴（c m ） 短径 （c m ） 最大深 （c m ）

1号 1 1 5 5 0 2 3

2号 9 0 8 0 7 0

3 号 1 1 5 7 0 7 7

かしばお　（11）

柚菓尾遺跡（第42◎43図）

沼津市教育委員会が平成7年1月より3月まで調査を実施した。現在整理中であるため、詳細は報告

書刊行を待つこととするが、現時点で判明していることについて記載しておく。

子ノ神遺跡の北東、標高68mの台地上に立地しており、調査面積約1，200汀fである。土坑は4基検出さ

れた。プランは楕円形のものと円形のものがある。深さは比較的浅い2号土坑を除くと70cm前後である。

覆土上層がYL層に相当することから、ATより上層の遺構となる。　　　　　（以上、横山e伊林）

いわたはらだいち

（2）磐田原台地の遺跡（第姻園）

磐田市の北部に位置する磐田原台地は、諏訪湖を源とする天竜川による大量の土砂が堆積して形成し

た台地である。南北約12km、東西約4kmの広がりを有する。昭和32年（1957年）をピークとして旧石器

時代の遺跡e遺物の探索が行われ数十地点で石器が発見された。昭和35年（1960年）に池端前遺跡が調

査され、沼津市の休場遺跡とともに県下における旧石器時代の先鞭をつけた。

その後、寺谷遺跡、広野北遺跡など長期かつ規模の大きい発掘調査が昭和50年代から始められ、礫群

や石器ブロック、配石遺構などとともに土坑が検出されることとなった。

ひろ　の　きた　　（12）

広野北遺跡（第45～48図）

台地の西端、天竜川を望む標高約49mに位置し、沖積地までの標高差は約30mある。昭和40年代に遺

跡の存在が知られるようになり、昭和57年5月から12月まで調査が実施された。遺跡の面積は13，000I産

で、昭和60年に遺構◎遺物が密集して出土した中央部約6，000I産について報告書が刊行された。その報告

によれば、土坑は磯群を伴う層より17基検出され、時期をナイフ形石器文化層に置いている（17号士坑

は除外した）。

士坑のプランは隅丸方形か楕円形、断面形はおおむねU字形を呈する。報告書結語715頁には若干の土

坑の用途について検討が加えられている。少々長いが引用する。

「発見状況に照らして可能性を絞ってみたい。まず①土坑の分布する位置は遺跡を載せる台地稜線上の

高台に当たる。②周囲の遺跡分布には多少があるものの、必ず石器◎礫群e配石のいずれかは分布する。

③土坑中には石器e磯◎炭化物の流入が認められる。④土坑の埋土は周囲からの流れ込みによって形成

されている。これらから、一つには土坑の機能した空間が集落を構成する人々の主たる活動空間に接し

て配されていたことが察せられる。また埋没状況から故意に埋め戻す行為があったことは考えられない。

ー21－



ここで土坑の一般的形態から先に可能性として考えられる用途を抜き出してみると、常識的には貯蔵

六〇墓填。落とし穴位に限定されるのではあるまいか。」

この後報告者は①から④までの発見状況と照らし合わせ、用途の検討を行っている。このうち墓壕につ

いては埋め戻しの行為がないこと、集落内に分布することから可能性を削除している。また落とし穴に

ついては分布上の問題と10号土坑にポイントフレイクが一括投棄されている問題にふれている。分布は

「動物の習性に対応するものであり先土器時代と縄文時代の動物あるいはその習性に大きな差を考えな

ければならなくなる」としている。また「臭覚の発達する動物を捉えようとする落とし穴の中に、ポイ

ントフレイクを投棄することも可能性の少ない行為」と、落とし穴説については疑問視している。

消去法から貯蔵穴の可能性を示唆しているが、以下の疑問点も同時に明記している。

①　頻繁な移動生活が考えられている先土器時代入が定着的要素が強い貯蔵穴をもったかという点

②　調理技術とも絡めて食料貯蔵が一般化するのが縄文時代前期以降とされている点

しかしながら、当時（1．4～1．7万年）の遺跡の植生が冷温帯落莫広葉樹林となり最も可食堅異類（クル

ミ等）の豊富な林相に対応し、磯群に伴って出土した炭化物の同定結果とも合致することから、貯蔵穴

の用途を積極的に評価している。

土坑が17基まとまって検出された点や、様々な観点から用途に言及した点で、広野北遺跡は県下にお

ける旧石器時代の土坑研究の始まりといってよいだろう。

表8　広野北遺跡土坑計測表

土坑 番号 長 径 （c m ） 短 径 （c m ） 最大 深 （c m ）

1 号 9 6 8 4 9 5

2 号 1 4 0 5 7 1 0 3

4 号 1 1 8 1 0 3 1 0 4

5 号 1 1 0 1 0 2 6 2

6 号 1 2 0 9 5 9 7

7 号 1 0 3 9 5 8 0

8 号 1 1 1 1 0 7 1 0 0

9 号 9 9 7 4 1 0 0

1 0 号 9 0 7 6 7 5

1 1 号 7 7 6 0 8 6

1 2 号 1 1 4 9 0 8 6

1 4 号 1 2 8 9 5 1 0 9

1 5 号 1 0 2 9 0 1 0 5

1 6 号 1 0 6 1 0 0 1 0 0

1 8 号 7 8 6 8 8 5

2 0 号 1 5 0 1 3 5 1 0 0

2 1 号 8 0 8 0 4 5

てらたに　　（13）

寺谷遺跡（第49◎50困）

磐田原台地の西麓に位置し、標高92mを測る。一帯の現状は茶畑であり、改植により昭和52～54年に

かけて2～5次発掘調査を磐田市教育委員会が実施した。

遺跡は北e中央。南の3地点に分かれ、総面積は7，000粛強と推定されるが、そのうち約2，000I産の面

積をもつ中央部に遺構e遣物が集中し、磯群e配石がそれぞれ11ヶ所確認されている。

土坑は東側の浅い谷に向かう地域から3基検出された。プランは円形e楕円形を呈し、直径1mを越

えることで共通するが深さは一定しない。1号土坑が最も規模が大きく、直径145cm、深さ125cmを測る。

3号土坑のプランは楕円形で直径100cm、深さ80cmを測る。2号士坑は断面が浅い皿状を呈するため、陥

穴状土坑ではないという判断をした。報告書では「貯蔵穴であるという積極的証拠は求め得なかった」
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と報告されており「今後の類例の出現を待ってさらに検討していきたい」と結ばれている。

さぎさかなかしも　　　　（14）

匂坂中下4遺跡（第5　◎盟囲）

平成5年に茶畑改植が計画され、梵天古墳群の確認とともに、下層の旧石器時代の調査を実施するこ

ととなり、3次に分けて平成6年に発掘調査が行われた。遺跡は一面に茶畑が広がる磐田原台地西端、

標高約70m付近に立地し、天竜川平野との標高差約50mを計測する。土坑は2基検出された。

7号士坑のプランは円形で、直径1m、深さ1。5mを測る。底面は平坦に造られ、段状に落ち込む。底

面は直径0．7mを測る。上部に灰黄色の皿状の落ち込みが見られるが、別遺構として捉えるのではなく、

上部壁が崩れたのちに堆積したものと考えられる。

8号土坑は確認面のプランで東西1。5m、南北1。2mのやや楕円形を呈する。深さは1。1mを測る。壁は

垂直に落ち込み、底面は平坦に造られる。

2基とも確認面は磐田原台地でいうVb層上面で確認しているが、覆土が黄褐色士のためⅡ～Ⅳ層調

査の段階では認識されなかった。黒色土系の堆積を覆土中に認めなかったことから、旧石器時代の遺構

と判断したことが報告書に述べられている。なお報告書は事実記載のみで、その用途等についての検討

は加えられていない。

表9　寺谷遺跡土坑計測表

し 却昭 輝 直径（c m ） 最大深（c m ）

1号 14 5 12 3

3 号 10 0 8 0

表10　匂坂中下4遺跡土坑計測表

土工番号　 上里 臣 可 短径（c m ） 最大深「馴雨

7号　　　　 10 0 1 00 1 5 0
8 観 i　 臓の 12 0 侶庵

たかみがおか　　　　（15）

高風丘Ⅲ◎Ⅳ遺跡（第53～55囲）

遺跡は磐田原台地の西端から、台地内部に100～200m入った所、標高52～55m付近にある。東名高速

道路の磐田原パーキングェリアの移設に伴って、平成6年～8年に当研究所が調査した。

士坑はⅢ遺跡で7基、Ⅳ遺跡で3基検出している。検出面は、ATを検出した暗色帯よりも上である。

平面形は円形、楕円形、方形とある。円形の土坑は、平均の直径約70cm、平均の深さ約70cmである。楕円形

の土坑は、平均の長径約150cm、短径約80cm、平均の深さ約40cmである。方形の士坑は、長辺の平均長約100cm、

短辺の平均長約70cm、平均の深さは約151cmである。方形の土坑は、明らかに円形、楕円形の土坑よりも深

く、深さが200cmに及ぶものもある。円形e楕円形の土坑と方形の土坑とでは機能が違うのかもしれない。

分布は、微高地から谷に向かう傾斜面に分布するものが多く、遣物の分布域から離れ、単独で分布す

る傾向が強い。例えば、Ⅲ遺跡の土坑4は、遺物の分布域から50m近く離れ、周囲に遺構や遺物がまっ

たく分布しない谷底付近にある。

以上の土坑内からは遺物はほとんど出土しておらず、分布に規則性はない。　　　（以上、富樫）

表11高見丘ⅢeⅣ遺跡土坑計測表

Ⅱ　 遺　 跡 Ⅳ　 遺　 跡

土坑番号 長径 （cm） 短径 （q¶） 最大深 （qm） 丑坑番射 長径 毎 ） ．短径 （郡） 最大深 く0¶）

1号 1 15 8 1 2 0 0 笥　　　　　 6項 7 7

2号 16 0 7 2 8 5 2号 ； 16 3 12 8 2 7

3 号 8 7 8 1 7 0 3号 i　 9 7 77 1 3 3

4号 7 1 6 7 i

5号 1 4 0 7 5 2 0 ［　 ！

6号 1 6 0 6 8 2 1 i

7号 13 5 1 2 5 1 15 I　 i
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●土坑のみ出土　0石器のみ出土　◎土坑・石器とも出土

第17図　箱根山麓陥穴状土坑検出遺跡およびBBⅢ期の遺跡周辺地形図（1／25，000三島）
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原

第18図　初音ケ原遺跡土坑分布図（1／2，500）
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第19図　初音ケ原遺跡土坑平面・断面図（1）（1／50）
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第20図　初音ケ原遺跡土坑平面。断面図（2）（U50）
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原

第21図　下原遺跡縄文時代草創期土坑分布図（1／2，500）

①　 休場 届 相 当

（塾　 口一 ム 層相 中 に B B O 層相 当 を含 む

（③　 B B O 層 ・B B l 層 の混 土

④　 B B l 層相 当

第22図　下原遺跡縄文時代草創期土坑平面・断面図（1／50）
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第23図　下原遺跡岩宿（旧石器）時代土坑分布図（1／2，500）
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第24図　下原遺跡岩宿（旧石器）時代土坑平面・断面図（1）（1／50）

一28－

q lm



了二二　＿＿

生⑳掛！脛
A A′
．　一　　　　一　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　‾　一　　　　一

‾：－′　‾　一一二一一

A′　　　　A
－－　●

124．Onl　　124．0m

ヽ－．　－▼一一　　一鱒．・．・．・．－　．・．．．－　－．．もー　．．－】．　．－　　q・．0・紬　・嘲Ill1－　　t－

5萄

二一一「‾一一一‾‾‾‡‾二

鳳　　　　　　　　　　　　凰♂
‾‖‘‘　一　一　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　－　こ　　　．

鳳　　　　　　　　　　凰♂
一‾‘－‾‾‾　・－　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝕　＿．∴…

m sc正層相当

［＝］BBⅢ層

［＝コ　SC肛層

E；二　SCn憎下巨‥ム芭堰当

0　　　　　　1m
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第26図　焼場遺跡A地点土坑分布図（1／2，500）

A

0　　　　　　1m

第27図　焼場遺跡A地点土坑平面・断面図（1／50）
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第28図　加茂ノ洞B遺跡土坑分布図（1／2，500）
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第29図　加茂ノ洞B遺跡土坑平面・断面図（1）（1／50）
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第33図　八田原遺跡土坑分布図（1／2，500）
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第34図　八田原遺跡土坑平面・断面図（1）（1／50）
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第那国　魚根ケ崎遺跡豊坑分布図（頂／2，50の）
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第38園　魚槻ケ崎遺跡豊坑平面◎断面図銅／50）
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第40園　子ノ神遺跡土坑分布図（甘／・′′′′2，500）

㌦〆妙

‾丁：‾＿＿lニーIl：二二‾lTlll1－－11

A′

‾主二二二j一‾前㌔

竃曙

が∴
A′

ーこ‾‾
◎

第那園　予♂禰遺跡豊坑啓面の断面図銅／5の）

－40－

1m



亮
一一一一一．・・．－．．．．．．＿．．＿．・．＿　e

、∴二　′′一

紺’二言

‾∴‾＿二‾
一一一一一・・・・・・・・－　　〇

二Ill、lニ＿：＿二二l二二‥l一

題萄

A′
－－　　　‾　‾こ－

67．1打】

①YLMに類似

蓬）sclに類似

③YL＋BBi？

（努暗黄褐色土

㌣◎炉 A′

67．3rn

㊦YLMに類似

（彰BBOに類似

③BBO＋NL？

④黄褐色土

lll一：－II′：二三一11

！
〆
〟
り
・
へ
′
′

A′

67．6m

（手YLMに類似

②YL＋BBO

③NLが主体

凰
一　一‾　　　＿　●

尋
第43図　柏葉尾遺跡土坑平面e断面図（十ち0）

－41…

A′

67．5m

①YLMに類似

②YLMに類似

（やや暗味を帯びる）

③BBlに類似

の　　　　　　　摘録議



寺谷

第44図　磐田原台地遺跡位置図（1／25，000磐田）
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第49園　寺谷遺跡土坑分布図（1／2，500）
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第51図　匂坂中下4遺跡土坑分布図（1／2，500）
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表12　静岡県下陥穴状土坑一覧表

遺跡名 所在 地 時期 致 平面形 直径c m 深 さcm 標高m 立地 特記事項

初音 ヶ原 三島市谷 田初 音 ヶ原 A T 下 （2 9 ） 円形 （12 7 ） （14 1 ） 1 0 0 丘陵
尾根 を弧状 に横断する一群 と、

不規則な配列の一群 とがある。

下原 三島市塚原 新田 A T 下 7 円形 1 2 5 1 5 9 1 2 5 丘陵
弧状 に並ぶ。 B B ＝層か ら石器

ブ闇ツ。ク検出。

焼場 A
三島市川原 ケ谷字

五百司
A T 下 2 円形 1 18 1 3 3 1 3 0 丘陵 －

加茂 ノ洞 B 三 島市 沢地字河洞 A T 下 1 7 円形 1 0 4 1 1 3 1 5 0 丘陵
2 列並行 に並ぶ。 B B ＝層か ら

石器ブ ロック検出。

八 田原 三島市 沢地 字八 田原 A T 下 7 円形 1 4 8 1 3 4 14 0 丘陵 列状 に並ぶ。

久根 ヶ崎
田方郡韮 山町奈古谷

宇久根 ケ崎
A T 上 1 楕 円 ・円 1 2 0 1 1 3 1 5 小台地 下部施設 を伴 う。

子 ノ神 沼津市大 岡字 子之神 A T 上 4 楕 円 ・円 10 1 6 3 6 6 丘 陵 休場層中に掘 り込み面。

柏葉尾 沼津市大岡字 相葉尾 A T 上 4 楕 円 ・円 1 0 4 5 9 6 8 丘陵 －

広野北
磐田郡豊 田町大字

高見丘
A T 上 1 7 楕円 ・円 9 9 7 6 4 9 台地

円弧状 に並ぶ。覆土か ら尖 頭器

・細石刃等の石器のほか、炭化

物が出土。

寺谷 磐田市寺谷 A T 上 2 楕円 ・円 1 0 4 1 0 3 9 2 台地
覆土か らナイ フ形石器 ・剥片の

ほか、炭化物が出土。

匂坂 中下 4 磐 田市 匂坂中下 A T 上 2 円形 1 0 2 1 6 1 7 2 台地 覆土か ら焼礫が出土。

高見丘 ＝ ・lV 磐 田郡豊 田町 A T 上 1 0 円形 ・方形 7 0 7 0
匡2～5 司

台地 －

※直径は検出面における長径の平均値、深さは検出面から底部までの平均値を示す。

※初音ヶ原の数・直径・深さについては調査継続中であるため括弧書きで示した。
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